
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 17 日、鶴岡市で回収された死亡野鳥で、H5 亜型鳥インフルエンザの 

陽性が確認されました。今後、遺伝子検査を実施し、高病原性鳥インフルエンザ

ウイルスか否かを確認します。 
概要は以下のとおりです。 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

   
 

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和 4年 11月 17日発行 

       鶴岡市の死亡野鳥で、 

Ｈ５亜型鳥インフルエンザウイルス陽性!! 

１． 回収された死亡野鳥について 
回収場所：鶴岡市 

野鳥の種類：コハクチョウ 

回収数：１羽 

回収時の状態：死亡 

２． 経緯  
11月 11日、コハクチョウの死体を発見、回収。 

A型インフルエンザの簡易検査は陰性。その後の 

遺伝子検査で H5亜型鳥インフルエンザ陽性。 

３．対応 
 ・遺伝子検査による高病原性の確認 

・警戒レベルをレベル４に引き上げ、野鳥監視重点 

地域において野鳥の異状の監視を強化 

野鳥発見場所 

１ 手指消毒の徹底 

２ 専用衣服や長靴の設置 

３ 車両消毒の徹底 

４ 野生動物侵入防止対策の徹底 

５ ねずみや害虫の駆除 

よろしく  

お願いします！ 

毎日の健康 

チェックもね！ 



 

 

飼養衛生管理基準を遵守し、 
農場へのウイルスの侵入を防ぎましょう 

最上家畜保健衛生所 
（休日・夜間も対応）   電話：０２３３－２９－１３５７ 
                 携帯：０８０－１８４０－０７０４ 

引続き、警戒をお願いします。 


